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１．緒　　　言

日本フルードパワーシステム学会は，日本油空圧協会として昭和45年（1970）設立され，その後昭和57年（1982）に社団法人日本油空圧学会に改組され，さらに平成13年（2001）に社団法人日本フルードパワーシステム学会に名称を変更して今日に至っている．その間，油圧工学，空気圧工学を初めとする流体制御に関する学理及びその応用についての情報交換を通じて研究と技術の進歩，普及，発展を図ってきた．流体制御技術を守備範囲とする専門学会としては，諸外国にも例の少ないユニークな存在である．
　日本フルードパワーシステム学会では油圧工学1)や空気圧工学2),3)さらに水圧技術4)-6)など流体制御技術の発展のために様々な活動を行っている．学会の最も重要な活動の一つに学会誌と論文集の発行があり，両者は合本の形で年に６冊発行されている．また，これとは別に学会誌はWeb上で年に１冊が発行されている．論文集については，Web上での公開が進められている．次に，論文発表などの講演会やセミナーの企画が様々な形で進められている．毎年春夏に開催される講演会や，３年に一度の国際シンポジウムなどである．

２．主 な 記 号
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３．会誌と論文集

3.1 会誌
油空圧工学の発展に伴って，油空圧の機器を中心とする研究の対象が，次第にシステムとその制御に広がり，また作動媒体も油と空気から水やER流体，磁性流体等へと広がりを見せていることに鑑み，これまで用いてきた会誌名称「油圧と空気圧」を1998年（第29巻，第1号）から「フルイドパワーシステム」に変更し，さらに2002年（第33巻，第1号）から新学会名である日本フルードパワーシステム学会に合わせて「フルードパワーシステム」に変更した．また会誌は現在，毎年１号から７号まで発行しており，うち５号はWeb上での発行となっている．
3.2 論文集

従来，緑陰特集号を除く会誌各号に平均3編の論文を併載してきたが，現在は論文掲載ページを「日本フルードパワーシステム学会論文集」として会誌から独立させ，会誌とは合本の形で発行している．
3.3 論文集の電子化

論文集は現在，印刷媒体でのみ発行されているが，今後はより一層の利便性を図り，また本学会が発信する情報をより社会に広めるため，これを電子化しWeb上で公開することを進めている7)．そのため，現在の論文集の電子化を行ってWeb（J-STAGE）上に公開するとともに，英文論文集をWeb上で発刊している．今後は，JSTからの支援をもとに，「油圧と空気圧」の第1号からの研究論文ならびに過去の国際シンポジウムのプロシーディングスについてもWeb上への掲載を予定している．
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Fig.1　Model of cushion plunger

４．学術講演会およびセミナーなど
学会の活動の基幹となる講演会，講習会等に関しては，従来，毎年２回春・秋の学術講演会，年数回の講習会，セミナー，技術研修会を行っており，活発な発表が行われている．

５．国際シンポジウム

流体制御に関する国際シンポジウムは３年ごとに開催しており，現在は第７回のシンポジウムを富山で催すべく次の特性曲線に合わせて準備が進められている．
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国際シンポジウムは今後も３年ごとに開催することを予定しており，富山で開催する国際シンポジウムに続いて幾つかの都市での開催が検討されている．

６．結　　　言

このファイルは，Microsoft Word のテンプレートファイルである．一行は24文字程度に設定されている．

スタイルは標準になっている．スタイルを選んだだけで自動的にこのようにできると良いが，現段階は後から手作業で行っていただきたい．
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